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　【研究上の特記事項】

　【教育上の特記事項】

出版実習を始め担当の講義では、学生に板木・版本・浮世絵・一枚刷りなど生の資料を触らせるよう
心がけ、学生の知的好奇心の向上に努めた。

  【学内活動】（学内職歴を含む）

①平成19年度に続き20年度も奈良大学研究助成を受けて、17年度に奈良大学図書館特別収書予算で購
入した京都竹苞書楼の板木約2500枚の整理・調査を継続して実施した。また、立命館大学アートリ
サーチセンターとの共同研究として「奈良大学蔵板木のデータベース化」を開始し、20年3月に奈良
大学蔵の板木約4000枚・10万コマの撮影を完了し、21年度はネット公開に向けての準備を進めた。ま
た、21年3月には立命館アートリサーチセンターでの板木展の企画に協力し、展示板木の貸し出しを
行い、また関連の講演などもして啓発に努めた。
②奈良大学蔵の板木の中から『源氏物語』の辞書である『源語梯』の板木を発見し、20年12月4日マ
スコミ発表を行ない、大きな反響を呼んだ。

【学会活動】
   俳文学会常任委員（学会選出、2006度から継続）

【研究成果の社会的還元】
   西部市民カレッジ奈良大学公開講座で講演「手紙で読む芭蕉」（2008年7月19日）

現在の専門分野

所属学会

研究課題

　【社会的活動】

　
 
全学人事委員会委員長　文学部広報アドバイザー（学部長指名）
総合研究所運営委員（文学部選出） 国文学科主任　狂言研究会顧問

　近世の俳諧、近世の出版

平　成　２０　年　度　　教　育　研　究　業　績　書

取得学位

最終学歴

（学会）　日本近世文学会、俳文学会
（研究会）京都俳文学研究会、大阪俳文学研究会、東海近世文学研究会

　板木・版本をベースとする近世京都の出版機構の研究

　大谷大学大学院文学研究科博士課程単位取得満期退学

　文学修士



単著

② 板木の分割所有 単著

① 板木の板前

②
板木は語る「反り
止めの変遷」

③ 板木は語る（続）

板木は語るー慶安
三年版『撰集抄』
－

近世京都の本屋が、共同出版と
する際に、板木をどのように分
けて持っていたのかを、実例に
沿って証明した。

奈良大学総合研究所
所報17号（奈良大学
総合研究所）

 
①

江戸文学39号（ぺり
かん社刊）

2008年11月

2009年3月

板木をめぐる様々な問題につい
て、板木画像を示しながら解説
した。

京都俳文学研究会9月
例会

東海近世文学研究会
1月例会

近世京都の本屋が、共同出版と
する際に、板木をどのように分
けて持っていたのかを、実例に
沿って述べた。

2008年9月20日

（学会発表）

佛光寺蔵の慶安三年版『撰集
抄』の板木を通じて、浮び上
がって来る出版現場のありさま
について考察した。

立命館板木展の講演

板木の反り止めの時代的な変遷
について、実例に沿って述べ
た。

2009年1月10日

2009年3月4日

単著､
共著
の別

概　　　　　　　要

（学術論文）

著書､学術論文等の名称
発行所、発表雑誌等
又は発表学会等の名
称

発行又は
発表の年月


